
HP Performance Agent

Windows® オペレーティング システム

ソフ トウェア バージ ョ ン : 4.70
インストール、 設定ガイド
Manufacturing Part Number:  B7491-99089

本書の発行日 :  2007 年 9 月 

ソフ トウェアのリ リース日 :  2007 年 9 月 



ご注意

保証書

HP 製品およびサービスに対する保証は、 それらの製品およびサービスに付属している保証規定に

明記された条項に限られます。本書に記載された内容は、追加の保証を規定するものではあり ませ
ん。 HP は、本書の技術的および編集上の誤りや不備について、その責任を負わないものと します。

この情報は予告なしに変更されるこ とがあ り ます。

権利の制限

本書で取り扱っているコンピュータ  ソフ ト ウェアは秘密情報であり、 その保有、使用、または複製

には、 HP から使用許諾を得る必要があ り ます。 FAR 12.211 および 12.212 に従って、 商業用コン

ピュータ  ソフ ト ウェア、 コンピュータ  ソフ ト ウェア ドキュ メンテーシ ョ ン、 および商業用製品の

技術データは、 ベンダ標準の商業用ライセンスのも とで、 米国政府にライセンスが付与されます。

著作権

© Copyright 1983-2007 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標

UNIX® は、 The Open Group の登録商標です。

Adobe® および Acrobat® は Adobe Systems Incorporated の商標です。

Windows® および MS Windows® は米国における  Microsoft Corporation の登録商標です。

Microsoft® は米国における  Microsoft Corporation の登録商標です。

その他の製品名は各社の商標またはサービス  マークです。
2



サポートについて

次の HP ソフ ト ウェア サポート専用 Web サイ ト を参照するこ とができます。

http://www.hp.com/go/hpsoftwaresupport 

HP ソフ ト ウェア オンライン サポートでは、対話型テクニカル サポート  ツールをすぐにご利用い

ただけます。 このサポート  サイ トでは、 次の機能が用意されています。

• 技術情報の検索

• サポート  ケースの登録と ト ラ ッキング、 およびエンハンス メン ト要求の送信と ト ラ ッキング

• ソフ ト ウェア パッチのダウンロード

• サポート契約の管理

• HP サポート連絡先の検索

• 利用可能なサービスの参照

• ユーザー同士のディ スカッシ ョ ン

• ソフ ト ウェア ト レーニングの検索と登録

ほとんどのサポート  エ リ アでは、 アクセスするために HP Passport ユーザーと して登録、 サイン

インする必要があ り ます。 また、 多くのサポート  エ リ アでサポート契約が必要です。

アクセス  レベルに関する詳細は以下を参照して ください。

http://h20230.www2.hp.com/new_access_levels.jsp 

HP Passport ID の登録は以下で行う こ とができます。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html
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1 HP Performance Agent のインストール

またはアップグレード
はじめに

HP Performance Agent ソフ ト ウェアは、 Microsoft Windows を実行しているシステ

ムからパフォーマンス、 リ ソース、およびト ランザクシ ョ ン  データを取り込みま

す (Windows プラ ッ ト フォームのサポートに関する詳細は、 12 ページの 「対応し

ているアーキテクチャおよびオペレーティング システム」 を参照して ください )。
また、 最小限のシステム  リ ソースを使用して、 システム上の現在および過去の

データに関するアラーム状態の連続的な収集、記録、要約、タイム  スタンプ作成、

および検出を行います。 さ らに、 Performance Agent は、 アプ リ ケーシ ョ ン応答測

定 (ARM: Application Response Measurement) API 標準を使用して、 ARM が装備さ

れたビジネス  アプリ ケーシ ョ ンのエンドツーエンドの応答時間を記録できます。

Performance Agent は、 VMware ESX Server コンソール 2.5.2 以降および 3.0.x にホ

ス ト する仮想マシ ンの監視に対応し ています。 詳細は、 「仮想マシン上の

Performance Agent」 を参照して ください。

Performance Agent には、 拡張収集ビルダ (Extended Collection Builder) およびマ

ネージャが含まれており、 Windows レジス ト リ  パフォーマンス  カウンタへのア

クセスが可能です。拡張収集ビルダおよびマネージャを使用するこ とで、Windows
レジス ト リ を介して利用可能なデータが収集 / 記録されます。

本書で使用する用語が表す内容は以下のとおりです。

• Performance Agent for Windows は、Windows 対応の MeasureWare Agent (MWA) 
を指します。

• 本書における  HP Performance Manager は、 バージ ョ ン 4.0 以降を指します。
Performance Manager 3.x という名称は、 以前 PerfView と呼ばれていた製品を
指します。

• HP Operations Manager とい う用語は、 IT/Operations を指します。

ただし、 操作に関するプロセス名およびソフ ト ウェア コンポーネン トについて

は、 MeasureWare Agent (MWA) という名前が使用されています。
 9



収集したデータは、 表計算ソフ トや、 Performance Manager などの当社の分析ソフ

ト 、または他社の分析ソフ ト を使用して解析できます。さ らに、Performance Agent
は Performance Manager、HP Network Node Manager、および HP Operations Manager
へのデータ  アクセスを提供します。

Performance Agent は、データ  ソース統合 (DSI: Data Source Integration) 技術を使用

して、 アプ リ ケーシ ョ ン、 データベース、 ネッ ト ワーク、 その他のオペレーティ
ング システムなどの外部データ  ソースからデータを受信し、アラーム状態を検出

し、 ログを記録します。 Performance Agent が記録、 保存したデータを使用して、

次のこ とが可能にな り ます。

• 環境の作業負荷の特徴づけ

• リ ソースの使用量と負荷バランスの分析

• 過去のデータの傾向分析とボ トルネッ クの分離および特定

• ト ランザクシ ョ ン応答時間に基づいたサービス  レベルの管理

• 容量計画の促進

• アラーム状態への応答

• システム管理問題の事前の解決 

システムにこのソフ ト ウェアがあらかじめインス トールされている場合は、 第 2
章、 「HP Performance Agent の実行方法」 に進んでください。
10 第 1 章



インストール要件

Performance Agent をインス トールする前に、 システムがこの項に記されている要

件を満たしているこ とを確認して ください。 Performance Agent がシステム上で正

し く動作するためには、 システムや構成に関して次の前提条件が必要です。

ハードウェア

Performance Agent は、 以下の要件のいずれかを満たす Microsoft Windows システ

ムで実行されます。

• Intel Pentium プロセッサ、 または同等のプロセッサ

• Intel Itanium2

• AMD Opteron

• Intel EM64T に対応した Pentium プロセッサ

• Intel EM64T に対応した Xeon プロセッサ
HP Performance Agent のインストールまたはアップグレード 11



対応しているアーキテクチャおよびオペレーティング システム

Performance Agent に関するネッ ト ワーク  ソフ ト ウェアの要件についての情報は、

15 ページの 「ネッ ト ワークに関する考慮点」 を参照して ください。

表 1 対応しているアーキテクチャおよびオペレーテ ィング システムの
バージ ョ ン

アーキテクチャ オペレーテ ィング システム プロ ト コル

X86 • Windows 2003 Standard Edition、
Windows 2003 Enterprise Edition、
Windows 2003 Datacenter Edition、
Windows 2003 Web Edition、
Windows 2003 R2 Enterprise Edition

• Windows Vista Enterprise Edition、
Windows Vista Business Edition

• Windows XP Standard (Service Pack 1 
またはそれ以降 )

HTTP(S)、 RPC

X86_64、 AMD 64、
EM64T

• Windows 2003 Server x64 Editions
• Windows XP Professional x64 Edition
• Windows Vista Enterprise Edition

HTTP(S)、 RPC

IPF Windows 2003 Server for Itanium-based 
Systems

RPC

Performance Agent を Vista/64 ビッ ト  プラ ッ ト フォームに初めてインス トールす

る場合、 [msconfig] → [ ツール ] → [UAC の無効化 ] をク リ ッ ク してユーザー アク

セス制御 (UAC) を無効にするこ とをお勧めします。
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通信プロ ト コル

Performance Agent は、 以下の通信プロ ト コルをサポート しています。

• HTTP(S) 1.1

• RPC

ディスク  スペース

Performance Agent はプログラム ファ イル、コン ト ロール パネル アプレッ ト 、デー

タ  ファ イル、 ログ ファ イル、 および一時ファ イルにディ スク  スペースを使用し

ます。

Performance Agent アプリ ケーシ ョ ン用には、指定したド ライブに 50 MB 以上の空

き容量が必要です。Performance Agent ログ ファ イル用には、指定したド ラ イブに

60 MB 以上の空き容量が必要です。

• プログラム ファ イル : Performance Agent では、 インス トール ディ レク ト リに

保存されているプログラム  ファ イルのインス トール用に、約 10 MB のディ ス

ク容量が必要です。 インス トール中に、 さ らに追加の容量が必要になる場合
があ り ます ( 後述の 「一時ファイル」 参照 )。

• Performance Agent は、 Microsoft Windows 64 ビッ ト  プラ ッ ト フォームでの 
HTTP および RPC データ通信に対応しています。

HP Operations Agent、 HP Operations Manager UNIX Management Server、 HP 
Performance Manager、 HP Performance Insight、 および OV Internet Services などの 
HP ソフ ト ウェア製品がインス トールされているシステムでは、 Performance 
Agent 4.70 のインス トール後に、 これらのソフ ト ウェアを再起動するこ とをお勧

めします。

1 新しいハード ウェアを追加する、 または設定を変更する場合は、 scopent 
を停止し、 後で再起動して変更内容を有効にするこ とをお勧めします。

2 すべてのデフォルトの OS デーモンおよびサービスが有効で実行されている

必要があ り ます。
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• コン ト ロール パネル アプレッ ト  : Performance Agent のサービス  プログラム

および各種の DLL 用に、<$windir$>\system32 ディ レク ト リに 2.5 MB の
ディ スク容量が必要です。

• 設定ファイル、 ステータス  ファイル、 ログ ファイル : デフォルトでは、 設定

ファイル、 ステータス  ファイル、およびログ ファイルはプログラム ファイル

とは別個に保存されます。 ステータス  ファイルおよび設定ファイルは、

<データ  ディ レク ト リ > ディレク ト リに保存され、インス トールには約 1 MB
のディ スク容量を必要と します。 ステータス  ファ イルにはデータが蓄積する

ため、 このファイルのサイズは 10 MB まで増加します。

ログ ファ イルは、 < データ  ディ レク ト リ >\datafiles ディ レク ト リに保

存されます。 ログ ファ イルに使用されるディ スク容量は、 システム負荷およ

び収集するパフォーマンス  データの総量によって、 大き く異な り ます。 デ

フォルトの設定を使用する と、 2 ヶ月から  6 ヶ月のう ちにログ ファ イルが最

大の 60 MB に達するこ とが予想されます。 ただし、 ト ランザクシ ョ ンを追跡

しない場合は、最大サイズは 50 MB です。Performance Agent ログ ファ イルに

必要なデータ記憶領域の制限および設定方法については、 『HP Performance
Agent for Windows ユーザー マニュアル』 の第 3 章を参照してください。

• アーカイブされたログ ファ イル : Performance Agent のログ ファ イルが最大サ

イズに達する と、 最も古いデータが自動的にロール アウ ト され、 さ らなる

データの保管領域が確保されます。 Performance Agent の自動ロール アクシ ョ

ン、 および効果的なデータ収集管理方法についての詳細は、 『HP Performance
Agent for Windows ユーザー マニュアル』 の第 2 章を参照してください。

< インス トール ディレク ト リ > は、 Performance Agent をインス トールするディ レ

ク ト リです。 Performance Agent に関連するすべてのバイナリおよび共有ライブ

ラ リは、 それぞれ < インス トール ディ レク ト リ >\bin および < インス トール 
ディ レク ト リ >\lib に格納されています。 < インス トール ディ レク ト リ > への

デフォルトのパスは、 < ド ラ イブ >:\Program Files\HP\HP BTO 
Software です。 < データ  ディ レク ト リ > はデータ  ファ イルを保存するデフォ

ルトのディ レク ト リです。 < データ  ディ レク ト リ > へのデフォルトのパスは、

< ド ラ イブ >:\Documents and Settings\All Users\Application 
Data\HP\HP BTO Software\Data です。

すでに HP ソフ ト ウェア製品がインス トールされている場合、 Performance Agent
は同じディ レク ト リにインス トールされます。
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• 一時ファイル :  Performance Agent のインス トール プログラムは、<$TEMP$>
ディ レク ト リに、 約 10 MB の一時ファ イルのための記憶領域を使用します。

インス トールが完了する と、 この領域は解放されます。Performance Agent は、

スキャン、 分析、 およびステータスの各操作に関する一時ファ イルを保存す
るために、 通常の動作中にも <$TEMP$> ディ レク ト リ を使用します。 必要

な空きディ スク容量の正確なサイズは、 同時に開く レポートの数およびサイ
ズによ り異な り ます。

ネッ トワークに関する考慮点

Performance Agent は、 TCP/IP ネッ ト ワーク  プロ ト コルをインス トールおよび実

行していないと、 インス トールするこ とができません。 この点について確認する
には、Windows コン ト ロール パネルの [ 管理ツール ] の [ サービス ] で TCP/IP を
検索します。

DNS (Domain Name System) ネーム  サーバーを使用していない場合は、

Performance Agent がインス トールされている各システムに HOSTS ファ イルが必

要にな り ます。 HOSTS ファ イルは、 ホス ト名を  IP アドレスにマッピングするテ

キス ト  ファ イルで、 ローカルに保存されます。 HOSTS ファ イルは 
<$windir$>\system32\drivers\etc ディ レク ト リ に保存し、 UNIX システム

における  /etc/hosts ファ イルと同じ形式にする必要があ り ます。 HOSTS ファ

イルには、接続する予定の Performance Manager および Operations Manager システ

ムの名前と共に、 Performance Agent システムの名前が含まれるよ うにします。
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ターミナル サービスを使用した Performance 
Agent のインストール

ターミナル サービスを使用して Performance Agent をインス トールする場合は、リ

モー ト の管理モードでターミナル サービスがインス トールされている こ と を確

認して ください。 Performance Agent は、 コン ト ロール パネルまたはコマンド  プ
ロンプ トのいずれかによる端末セッシ ョ ンからインス トールできます。

コン トロール パネルからの Performance Agent のインストール

Performance Agent をコン ト ロール パネルからインス トールするには、次の手順を

実行します。

1 [ コン ト ロール パネル ] → [ プログラムの追加と削除 ] を開きます。

2 [ プログラムの追加 ] → [CD またはフロッピー ] の順にク リ ッ ク します。

3 [ 参照 ] をク リ ッ ク し、 setup.exe ファ イルを選択します。

4 [ 完了 ] をク リ ッ ク し、 Performance Agent をインス トールします。

コマンド  プロンプトからの Performance Agent のインストール

Performance Agent を Windows コマンド  プロンプ トからインス トールするには、次

の手順を実行します。

1 [ スタート ] メニューから  [ ファイル名を指定して実行 ] をク リ ッ ク します。

2 cmd と入力します。 コマンド  プロンプ ト  ウ ィンド ウが表示されます。

3 ド ラ イブを Performance Agent の setup.exe ファ イルが保存されているフォ

ルダに変更します。

4 次のコマンドを入力します。

change user /install

次のメ ッセージが表示されます。

User session is ready to install applications
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5 setup.exe と入力して、 インス トールを完了します。

メモ : リモートの管理モードでターミナル サーバーがインス トールさ

れている場合は、 以下のメ ッセージが表示されます。

Install mode does not apply to a Terminal server 
configured for a remote administration.
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インストールまたはアップグレードの手順

Performance Agent は、DVD-ROM インス トール メディアから利用可能で、数個の

ファ イル セッ トから構成されています。 ソフ ト ウェアのサイズは約 70 MB です。

Performance Agent または GlancePlus をすでにシステムにインス トールしている

場合は、 実行中のパフォーマンス  ツールとプロセスをすべて終了します。

 Performance Agent の終了

Performance Agent は Windows コマン ド  プロ ンプ ト、 または次のよ う な mwacmd
(mwacmd.exe) コマンドを使用するバッチ ファイルから終了するこ とができます。

mwacmd stop または mwacmd stop all 

すべての Performance Agent サービスをコマンド  プロンプ トから終了します。

Performance Agent のインストール

Administrator または Administrators グループのメンバーと して、Windows システム

にログオンします。 次の 2 つのモードのいずれかを使用して、 Performance Agent
をインス トールできます。

• 手動インス トール

• 自動インス トール 

ttd を終了する場合、 ARM 装備のアプ リ ケーシ ョ ンを終了してから、 ttd と
Performance Agent のプロセスを再起動してください。
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手動インストール

以下のインス トール手順に従って、 Performance Agent をインス トールします。 こ

の手順は、 数分で終了します。

1 すでにインス トールしている  Performance Agent をこのバージ ョ ンに更新す

る場合は、 すべての Performance Agent ウ ィ ンド ウ とプログラム、 および他

に使用しているアプ リ ケーシ ョ ン  ウ ィンド ウ  (Windows コン ト ロール パネル

を含む ) を終了します。

2 DVD-ROM ド ラ イブに Performance Agent DVD を挿入します。 DVD 内の 
Performance Agent ファ イルが表示されます。

3 Win フォルダを選択します。

4 表示される手順に従います。

Performance Agent のアップデートについては、 『Performance Agent リ リース  ノー

ト 』 を参照して ください。 『Performance Agent リ リース  ノート 』 には、 ドキュ メ

ン ト一覧には含まれていない情報が記載されています。

• ネッ ト ワーク  ド ラ イブ上に Performance Agent をインス トールするこ とはで
きません。 Performance Agent は、 ネッ ト ワーク  ド ラ イブが接続される前に、
起動時に開始されます。

• システムのディ スク  パフォーマンス  カウンタが停止している場合、 このカ
ウンタが実行されなければディ スク  メ ト リ ッ クが収集されないという メ ッ
セージが表示されます。 diskperf -Y コマンドで、 論理ディ スクおよび物
理ディ スクのパフォーマンス  カウンタを実行して ください。 ディ スク  パ
フォーマンス  カウンタの実行は、 システムのリブート後に有効にな り ます。

• システムを再起動したと きに、 自動で Performance Agent が開始されるよ う指
定していない場合は、 第 2 章、 「HP Performance Agent の実行方法」 に記述さ
れている手順で、 Performance Agent を手動で開始する必要があ り ます。

• ARM 技術を使用するアプ リ ケーシ ョ ンをシステムで実行している場合は、
システムは再起動のメ ッセージを表示します。

• リモート  プロシージャ  コール (RPC) サービスが開始されていない場合、
Performance Agent 設定プログラムがこのサービスを開始し、 システムの再起
動時に自動で開始するよ う設定します。
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自動インストール

自動インス トールを実行するには、 Windows コマンド  プロンプ トのコマンド  ラ
イン オプシ ョ ンで、 setup.exe /s コマンドを実行します。

以下の手順で、 自動インストールを開始します。

1 Windows コマンド  プロンプ ト を開き、 次のよ うに入力して、 Performance 
Agent の setup.exe ファ イルが置かれている ド ラ イブに移動します。

< ド ラ イブ >:

こ こでの < ド ラ イブ > は、 Performance Agent ファ イルが含まれている  
CD-ROM のド ライブです。

2 コマンドの構文と利用可能なオプシ ョ ンは以下のとおりです。

自動インス トールを有効にするには、 次のよ うに入力します。

setup.exe /s[/z"-p1 < インス トール ディ レク ト リのパス > -p2 
<データ  ディ レク ト リのパス > -s -v "]

こ こで使用できるオプシ ョ ンの説明を以下に示します。

• -p1: インス トール ディ レク ト リ  パスの入力を指定するために使用します 
( デフォルトのディ レク ト リ  パスは C:\Program Files\HP\HP BTO 
Software です )。

• -p2: データ  ディ レク ト リ  パスの入力を指定するために使用します 
( デフォルトのディ レク ト リ  パスは C:\Documents and Settings\All 
Users\Application Data\HP\HP BTO Software\data です )。

• -s: インス トール後、 Performance Agent サービスを直ちに開始する場合に使

用します。

• -v: Performance Agent サービスの開始方法を、 「自動 (Automatic)」 ではな く

「手動 (Manual)」 に設定する場合に使用します。

• /s: 自動モードでインス トールを実行する場合に使用します。

• /z: インス トール プログラムに入力を指定する場合に使用します。

入力は 「""」 内に指定します。
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インストール結果

Performance Agent ファ イルがデフォル ト または指定した場所にインス トールさ

れる と、 設定プログラムは次の処理を実行します。

• Performance Agent サービスを制御するための Performance Agent コン ト ロー

ル パネル アプレッ トがインス トールされます。Performance Agent サービスに

ついての説明は、 第 2 章、 「HP Performance Agent の実行方法」 を参照して く

ださい。

• Windows では、 [Performance Agent] フォルダが [ スタート ] → [ プログラ

ム ] メニューに追加されます。このフォルダのサブメニューには、Performance
Agent プログラム用のアイコンやコマンド、オンライン  ヘルプ、およびリ リー

ス  ノートが含まれています。

• システム パス変数が変更され、< インス トール ディ レク ト リ >\bin\ が含ま

れます。

ディ レク ト リ構造

アップグレード  インス トールの場合、ファ イルは以前にインス トールされたバー

ジ ョ ンと同じディ レク ト リに自動的に配置されます。

デフォルトのファ イルの配置は以下のとおりです。

• プログラムおよび他のファ イルは、 < インス トール ディ レク ト リ >\bin\ 
ディ レク ト リのサブディ レク ト リに保存されます。

• データ  ファ イル ( ログ ファ イルおよびデータを含む他のファイル ) は、

<データ ディ レク ト リ >\ ディ レク ト リのサブディ レク ト リに保存されます。

環境変数 windir は、システムの Windows ディ レク ト リ を指示するために使用しま

す。 環境変数 TEMP は、 Windows システムで一時ファ イルが保存されるディ レク

ト リ を指示するために使用します。

ス ト ラ イプ処理されたディ ス ク : このオプシ ョ ンでは、 ス ト ラ イプ処理された

ディ スク  セッ トの物理ド ライブに対して、 ディ スク  パフォーマンス  カウンタを

使用できません。 ス ト ラ イプ処理されたディ ス クのデータを収集する場合は、
Windows コマンド  プロンプ トから  diskperf -YE を実行します。
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Operations Manager を使用する Performance Agent の
インストール

Operations Manager for UNIX 8.x を使用している場合、管理サーバーから  Windows
の管理ノードに、 HP Performance Agent をインス トールするこ とができます。

Operations Manager for UNIX 8.x 管理サーバーからのインス トール方法の詳細は、

『HP Operations Manager for UNIX システム管理 リ フ ァ レ ン ス  ガ イ ド』 の 「HP
Performance Agent」 の章を参照して ください。
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仮想マシン上の Performance Agent

バージ ョ ン 4.60 以降の Performance Agent は、VMware ESX Server コンソール 2.5.2
以降および 3.0.x にホス ト された仮想マシン  (VM) の監視に対応しています。イン

ス トール手順については、「インス トールまたはアップグレードの手順」 を参照し
て ください。

• 仮想マシンに VMWare Tools をインス トールします。仮想マシンにインス トー

ルされた Performance Agent (VMWare ESX Server コンソール 2.5.2 以降にホス

ト ) では、 VMWare Tools を使用して、仮想マシンをゲス ト  オペレーティング

システムと して認識させる必要があ り ます。

• VMWare ESX Server コンソール 3.0.x にホス ト された仮想マシンでは、仮想マシ

ンの VMware Guest API を有効にします。 仮想マシンによるシステムの物理リ

ソースの使用量データ を取 り 込むために、 Performance Agent では VMWare
Guest API を使用します。 VMware Guest API の詳細については、 VMWare の
VMware Guest SDK で利用できる最新の資料を参照してください。

すべてのメ ト リ ッ ク とその説明が記載された リ ス トは、 リ リース  ノー

トおよび 『Dictionary of Performance Metrics』 を参照して ください。
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Performance Agent の削除

Administrator または Administrators グループのメンバーと して、Windows システム
にログオンします。 次の 2 つのモードのいずれかを使用して、 Performance Agent
をシステムからアンインス トールできます。

• 手動アンインス トール

• 自動アンインス トール

手動アンインストール

以下の手順で、 アンインス トール プログラムを使用した Performance Agent のア
ンインス トールを実行するこ とができます。

1 Administrator または管理者権限のあるユーザーで、 Windows システムにログ
オンします。

2 Performance Agent プログラム、 Performance Agent サービス  ウ ィ ンド ウ、 およ
び Windows コン ト ロール パネルを終了します。

3 [ コン ト ロール パネル ] → [ プログラムの追加と削除 ] を開きます。

4 [HP Performance Agent Software] を選択します。

5 [ 変更と削除 ] をク リ ッ ク してアンインス トールを実行します。

自動アンインストール

自動アンインス トールを実行するには、Windows コマンド  プロンプ トのコマンド
ラ イン オプシ ョ ンで、 setup.exe /s /x コマンドを実行します。

コマンド  プロンプ トからアンインストールを行うには、以下のように入力します。

setup.exe /s /x [/z"-r all"]

こ こで使用できるオプシ ョ ンは以下のとおりです。

• -r all: Performance Agent で作成されたログ ファ イルの削除を指定します。

• /s: 自動モードでアンインス トールを実行する場合に使用します。
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• /x: アンインス トールを実行するために使用します。

• /z: インス トール プログラムに入力を指定するために使用します。
入力は 「""」 内に指定します。

すべての Performance Agent ファイルの削除

デフォルトでは、アンインス トール プログラムによって、 Performance Agent の設

定ファ イル、 ステータス  ファ イル、 およびログ ファ イルは削除されません。 ま

た、 < インス トール ディ レク ト リ >\bin\ もシステム パス変数から削除されま

せん。 これらをシステムから消去する場合は、 手動で削除する こ とができます。
システムに RPM ツール アプ リ ケーシ ョ ン (Performance Manager / Reporter など )
がインス トールされている場合は、 追加ファ イルの削除や、 パス変数の変更を行
わないでください。

Performance Agent が手動のアンインス トールの際に最後に削除される  RPM ツー

ル アプリ ケーシ ョ ンである場合、 < インス トール ディ レク ト リ >\bin\ および

<データ ディ レク ト リ >\ ディ レク ト リ内のすべてのファイルを消去するかど う

かを確認する メ ッセージが表示されます。

また、 自動アンインス トール中に -r all オプシ ョ ンを使用して、 < インス トー

ル ディ レク ト リ >\bin\ ディ レク ト リおよび < データ ディ レク ト リ >\ ディ レ

ク ト リ内のすべてのファ イルを削除するこ と もできます。

アンインストールの結果

アンインス トール プログラムは perfstat.exe 以外の Performance Agent プロ

グラム ファ イルを削除します。 ただし、 Performance Agent がシステムにインス

トールされた唯一の RPM ツールである場合は、perfstat.exe も削除されます。

アンインス トール プログラムは、Performance Agent に関連した Performance Agent
サービスおよび Windows レジス ト リ  エン ト リ も削除します。

アンインス トール後、Performance Agent アンインス トール プログラムによ り、一

部の項目が削除できなかったこ と を通知する メ ッセージが表示される こ とがあ
り ます。アンインス トール プログラムは、 これらのファ イルに次回のシステム再

起動時に削除を行う こ とを示すマークを付けます。 このメ ッセージが表示された
場合は、Performance Agent を再インス トールする前に、システムを再起動します。
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2 HP Performance Agent の実行方法
はじめに

この章では、Performance Agent を  Windows システムにインス トールした後のプロ

グラムの起動と実行に関する作業について説明します。

次の内容を取り上げます。

• Performance Agent サービスの起動と終了

• Performance Agent 用の通信モードの設定

• ファ イアウォールを介した通信

• 安全な通信の設定

• データ  ソースの設定

• 設定オプシ ョ ン

• アラームの定義

• バッ クアップに関する考慮点

Performance Agent は 32 ビッ トおよび 64 ビッ ト  Windows システムでの RPC モー

ドに適合する  HTTP データ通信メカニズムに対応しています。 Performance Agent
を初めてインス トールする場合、 デフォルトのデータ通信モードは HTTP です。

Performance Agent をアップグレードする場合は、 以前に使用していたデータ通信

モードが用いられます。 データ通信モードを  HTTP/RPC モードに移行するには、

インス トール後に設定を変更する必要があ り ます。 詳細は、 36 ページの 「HTTP
環境での通信」 を参照して ください。 Performance Agent は、Operations Manager 環
境でのみ、 安全性の高い HTTPS データ通信に対応しています。

データ  ソース統合 (DSI: Data Source Integration) 機能を使用して、 他のソースの

データを記録する場合は、 『HP Performance Agent for Windows データ  ソース統合

ガイ ド』 を参照して ください。
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セキュリテ ィに関する制限

以下のセキュ リ ティ関連の制限事項は、 Performance Agent サービスの制御に適用

されます。

• Performance Agent サービスを起動または終了するには、 Administrators グルー

プまたは Power Users グループのメンバーである必要があ り ます。

• Performance Agent 設定ファイルを リ フレッシュするには、 Administrators グ
ループまたは Power Users グループのメンバーである必要があ り ます。

• Performance Agent サービスを設定するには、 Administrators グループのメン

バーである必要があ り ます。

すべてのユーザーは、 Windows コン ト ロール パネルの [ サービス ] プログラムか

ら、 または Windows コン ト ロール パネルの [ 管理ツール ] 内の [ サービス ] プロ

グラムから、 Performance Agent サービスの状態を確認するこ とができます。
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Performance Agent サービスの起動と終了

インス ト ールが完了したら、 Windows の GUI またはコマン ド  プロンプ ト から

Performance Agent を起動できます。

Windows GUI からの起動と終了

Windows の GUI から  Performance Agent を起動するには、以下の手順に従います。

1 Performance Agent を開くには、 [ スタート ] → [ プログラム ] → [HP] → 
[Performance Agent] → [HP Performance Agent Software] の順にク リ ッ クしま

す。 または、
Performance Agent のメ イン ウ ィンドウの [Agent] メニューから、 [Start/Stop] を
ク リ ッ クします。 または、 Windows コン ト ロール パネルから、 [PA] をダブル

ク リ ッ クして、 [Performance Agent Start/Stop] ダイアログ ボッ クスを開きます。

2 すべての Performance Agent サービスを起動するには、 [Start Services] をク

リ ッ ク します。

3 すべての Performance Agent サービスを終了するには、 [Stop Services] をク

リ ッ ク します。

コマンド  プロンプ トからの起動と終了

Windows のコマンド  プロンプ トから、 または以下のよ うな ovpacmd 
(ovpacmd.exe) コマン ド を使用するバッチ フ ァ イルから、 Performance Agent
サービスを起動および終了するこ とができます。

• ovpacmd start または ovpacmd start all

すべての Performance Agent サービスをコマンド  プロンプ トから開始します。

• ovpacmd stop または ovpacmd stop all 

すべての Performance Agent サービスをコマンド  プロンプ トから終了します。

後方互換性を確保するために、 今回の リ リースでも実行ファ イル mwacmd.exe
が提供されています。 このファ イルの機能は、 ovpacmd.exe と同じです。
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Performance Agent サービスの状態の確認

Performance Agent サービスの状態を確認するには、 以下の手順に従います。

• [HP] → [Performance Agent] → [Status] を選択します。 または、

• メ イン ウ ィンド ウの [Agent Status] アイコンをク リ ッ ク します。 または、

コマンド  プロンプ トから以下のコマンドを実行して、Performance Agent サービス

の状態を確認します。

perfstat

システム再起動時の自動起動

システムの再起動時に Performance Agent サービスを自動で起動するインス トー

ル オプシ ョ ンを選択しなかった場合は、 以下の手順で自動起動を有効にします。

1 [ コン ト ロール パネル ] の [ 管理ツール ] で、 [ サービス ] を選択します。

2 [PA Collector] を選択して、 [ スタートアップ ] をク リ ッ ク し、 [ スタート アップ

の種類 ] に [ 自動 ] を選択します。

3 Performance Agent、 Performance Agent Transaction Manager、 Performance Agent
Extended Collector、 および Performance Agent DSI Service に対して、 手順 2 を
繰り返します。

Performance Agent Measurement Interface には、 自動起動を設定しないでください。

Performance Agent の再起動

Performance Agent を再起動するには、 29 ページの 「Performance Agent サービスの

起動と終了」 に記載されている手順のいずれかに従って、 Performance Agent を終

了し、 起動します。
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Performance Agent サービスのリフレッシュ

Performance Agent 設定ファ イル (parm.mwc、 ttdconf.mwc、 alarmdef.mwc、
dsiconf.mwc) を編集する場合、 対応するサービスを リ フレ ッシュ して、 設定

ファ イルに加えた変更を反映させる必要があ り ます。[Refresh] ボタンを有効にす

るには、 [Performance Agent Services] ダイアログ ボッ クスから少な く と も  1 つの

[Configuration Parameter] を選択します。

Windows GUI からのリフレッシュ

1 Performance Agent のメ イン ウ ィンド ウの [Agent] メニューから、 [Start/Stop] 
をク リ ッ ク します。 または、 Windows コン ト ロール パネルから、 [OVPA] を
ダブルク リ ッ ク して、 [Performance Agent Start/Stop] ダイアログ ボッ クスを開

きます。

2 変更を加えた設定パラ メータを選択します。

3 [Refresh] ボタンをク リ ッ ク します。 このボタンを有効にするには、

[Performance Agent Services] ダイアログ ボッ クスで少なく と も  1 つの 
[Configuration Parameter] を選択します。

コマンド  プロンプ トからのリフレッシュ

Windows コマンド  プロンプ ト を開き、 次のよ うに入力します。

ovpacmd refresh <設定 >

こ こで < 設定 > には、 以下の内容が入り ます。

— parm.mwc に対しては、 COL

— ttdconf.mwc に対しては、 TRAN

— alarmdef.mwc に対しては、 ALARM

— dsiconf.mwc に対しては、 DSI
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異なるデータ通信モードで開始されるサービス

RPC HTTP

HP OpenView Ctrl Service HP OpenView Ctrl Service

Performance Agent Collector Performance Agent Collector

Performance Agent Alarm Generator 
( アラームに perfalarm が使用され

ている場合のみ )

Performance Agent Alarm Generator

Performance Agent DSI Service Performance Agent DSI Service

Performance Agent Extend Collector Performance Agent Extend Collector

Performance Agent Measurement 
Interface

Performance Agent Measurement Interface

Performance Agent Transaction 
Manager

Performance Agent Transaction Manager

Performance Agent (perfalarm が存

在しない場合のみ alarmgen を開始

します )
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Performance Agent 用の通信モードの設定

Performance Agent は、 HTTP および RPC の両方の通信モードに対応しています。
現在のモードを表示するには、 「Ovpacmd getdatacomm」 と入力します。

通信モードを  RPC または HTTP に変更するには、 以下の手順に従います。

1 Performance Agent を終了します。

2 ovpacmd setdatacomm < モード > を実行します。 こ こで、 < モード > に
は以下のいずれかが入り ます。

— HTTP: HTTP 通信モード

— RPC: RPC 通信モード

3 Performance Agent を起動します。

ステータスの確認方法

Performance Agent を起動する と、 < データ ディ レク ト リ > に数個のステータス
ファ イルが作成されます。

perfstat コマンドを使用して、 Performance Agent のすべてまたは一部のプロセ
スのステータスを確認できます。

次のステータス  ファ イルには、ファ イルを生成するプロセスで生じる障害を解決
するのに使用される診断情報が含まれます。

<データ  ディ レク ト リ >\status.alarmgen
<データ  ディ レク ト リ >\status.perflbd
<データ  ディ レク ト リ >\status.rep_server
<データ  ディ レク ト リ >\status.scope
<データ  ディ レク ト リ >\status.perfalarm
<データ  ディ レク ト リ >\status.ttd
<データ  ディ レク ト リ >\status.mi
<データ  ディ レク ト リ >\log\coda.txt

Performance Agent プロセスがメ ッセージをファ イルに書き込むたびに、ファ イル

のサイズが 1 MB を超えるかど うかが確認されます。1 MB を超える場合は、ファ

イル名が status.filename.old に変更され、新しいステータス  ファ イルが作

成されます。
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ディ レク ト リのサンプル

< インス トール ディ レク ト リ >\examples\ ディレク ト リには、設定ファイルと

構文ファイルの例、 および当社のパフォーマンス  ツールをカスタマイズするため

に使用できるプログラム ファイルのサンプルが含まれています。 たとえば、

< インス トール ディ レク ト リ >\example\config\ サブディレク ト リには、 サ

ンプルのアラーム定義と  parm ファ イルのアプリ ケーシ ョ ン指定パラ メータの例

が含まれています。詳細については、< インス トール ディ レク ト リ >\examples\
README ファイルを参照してください。
34 第 2 章



ファイアウォールを介した通信

一般に、 ファ イアウォールは 2 つのネッ ト ワーク間のデータの流れをフ ィルタ リ
ングする方法と して定義するこ とができます。 Performance Agent では、 ク ライア
ン ト とサーバー アプ リ ケーシ ョ ン間のデータ  アクセスに関して、 以前からパ
ケッ ト フ ィルタ リ ング ネッ ト ワーク  ファ イアウォールを介した通信メカニズム
に対応していましたが、今回さ らに、HTTP 1.1 ベースの通信インターフェイスに
対応しました。 HTTP ベースのインターフェイスはプロキシが使用できるため、
柔軟で、 ポート数が少なくてすみ、 ファ イアウォールに適しています。

2 つのシステム間にネッ ト ワーク  ファ イアウォールがある場合は、 Performance
Manager および Reporter が Performance Agent システムからデータを取得します。

図 1 ファイアウォール環境での Performance Agent との通信

Performance Agent は、Operations Manager 環境でのみ、証明書ベースの安全なデー

タ通信 (HTTPS) に対応しています。 詳細は、 45 ページの 「証明書の使用」 を参

照して ください。

Performance Manager 3.x という名称は、以前 PerfView と呼ばれていた製品を指し

ます。
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HTTP 環境での通信

ファイアウォールを設定するためには、 通信を開始するシステム ( ク ライアン ト )
および通信要求を受信するシステム ( サーバー ) を把握し、それに応じてファイア

ウォールのルールを設定するこ とが重要です。 典型的な リモート通信では、 ソー
ス  ポート を使用しているク ライアン トが、 リモート  システムの宛先ポート を リ ッ

スンしているサーバーに接続します。 ク ラ イアン トおよびサーバーのデータ  フ
ローを含む、 ファ イアウォール環境を把握します。 以下のタスクを実行し、 ファ
イアウォール環境での Performance Agent との通信を設定します。

1 Performance Agent ポートの設定 .

2 ファ イアウォール環境での HTTP ク ラ イアン トの設定 .

3 ファ イアウォール設定の確認 .

35 ページの図 1 では、 Performance Agent がファイアウォールを介して Reporter 
( バージ ョ ン 3.5 以降 ) および Performance Manager ( バージ ョ ン 4.0 以降 ) と通信

する方法を示しています。 Performance Agent は HTTP または HTTPS サーバーで

す。 Reporter および Performance Manager 4.x は HTTP ク ラ イアン トです。

Performance Manager 5.0 は HTTP または HTTPS ク ラ イアン ト に設定する こ とが

できます。 HTTP プロキシを使用する場合、 Reporter および Performance Manager
はプロキシを経由して、 Performance Agent と通信します。

Performance Manager バージ ョ ン  3.x は PerfView テク ノ ロジを使用しています。

PerfView は HTTP 通信コンポーネン ト を使用しませんが、DCE データ通信モード

が有効な場合には、 Performance Agent 4.5 に接続します。

Performance Agent ポートの設定

ファ イアウォール環境の Performance Agent ポートは、次のいずれかの方法で設定

し、 確認するこ とができます。

• 2 ポート通信の設定

• 単一ポート通信の設定

• ポート設定の確認

BBC5 を使用する  Performance Agent システムでは、デフォルトで BBC 通信ブロー

カーがポート  383 を使用し、 coda は動的に割り当てられたポート を使用します。
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BBC 通信ブローカー用のポート設定

BBC 通信ブローカーが使用するデフォルト  ポート を設定できます。 ovconfchg
コマンドを使用して、 Performance Agent システムでのポート設定を変更します。

次のコマンドを入力します。

— ovconfchg -ns bbc.cb -set SERVER_PORT < ポート >

または、

— ovconfchg -ns bbc.cb.ports -set PORTS < ド メ イン >:<ポート >

例 : ovconfchg -ns bbc.cb.ports -set PORTS 
xyz.abc.com:50383

ポート変更には 2 番目のオプシ ョ ンのほうが適しています。

次のコマンドを入力して、 Performance Agent を再起動します。

ovpa restart server

2 ポート通信の設定

デフォル ト では、 coda デーモンは、 BBC 通信ブローカーが使用するポート  383
に加えて、 動的に選択される  2 つ目のポート を使用します。 ovconfchg コマン

ドを使用して、 任意の well known ポート を リ ッスンするよ う  coda のポート を設

定するこ とができます。 次のコマンドを入力します。

ovconfchg -ns coda.comm -set SERVER_PORT < ポート番号 >

ovpa restart server

単一ポート通信の設定

Performance Agent システムでは、 BBC 通信ブローカーがポー ト  383 を使用し、

coda は動的に割り当てられたポート を使用します。ovconfchg コマンドを使用

して、 通信ブローカーが使用するポート を共有するよ う  coda のポート を設定す

るこ とができます。 次のコマンドを入力します。

ovconfchg -ns coda.comm -set SERVER_BIND_ADDR localhost

ファ イアウォールを介して リモートから  Performance Agent に接続する場合、動的

なポートの使用が難しいこ とがあ り ます。 これは、 ファ イアウォールのどのポー
ト を開くべきか把握できない場合があるためです。
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ovpa restart server

ポート設定の確認

ポート設定を確認するには、 次のコマンドを入力します。

perfstat -d

次の情報が出力されます。

— coda が使用するポートのポート番号

— BBC 通信ブローカーが使用するポートのポート番号

— ポート設定

— 安全性の高い通信が有効かど うか

— coda メ ト リ ッ ク収集が有効かど うか

次に例を示します。

Datacomm configuration :

------------------------

 Coda Port                          49552 (Dynamic)

                                    Two port Communication

 BBC communication broker port           383

 SSL security                            NONE

 Coda Metric Collection(Prospector)      Disabled

ファイアウォール環境での HTTP クライアン トの設定

ファ イアウォール環境で HTTP ク ラ イアン ト を設定する方法は 2 つあ り ます。

• HTTP プロキシを用いた、 HTTP ク ラ イアン ト  (Reporter または Performance 
Manager) の設定

• HTTP プロキシを使用しない、 HTTP ク ライアン ト  (Reporter または 
Performance Manager) の設定

単一ポート通信が設定されている状態で 2 ポート通信を有効にするには、次のコ

マンドを入力します。

ovconfchg -ns coda.comm -set SERVER_BIND_ADDR
38 第 2 章



どちらの場合にも、 Performance Agent ノードからデータにアクセスするには、

HTTP サーバー (Performance Agent) 側のポートが 1 つだけ開いている必要があ り

ます。

HTTP プロキシを用いた、 HTTP クライアン ト  (Reporter または Performance 
Manager) の設定

ファ イアウォールを介して通信する場合は、 HTTP プロキシの使用をお勧めしま

す。この方法では、環境内ですでに使用されているプロキシを用いるこ とによ り、
設定が簡略化されます。 プロキシが双方向で使用されている場合、 フ ァ イア
ウォールでは厳密に 1 つのポート を開く必要があ り ます。 Performance Agent によ

り収集されたデータにアクセスするには、 HTTP サーバー (Performance Agent) 用
のポート と  HTTP ク ラ イアン ト  (Reporter および Performance Manager) 用のポート

が開かれている必要があ り ます。

HTTP プロキシを使用する場合は、 Windows または UNIX 対応の Reporter および

Performance Manager に対して、Performance Agent に接続するために使用するプロ

キシを指定する必要があ り ます。

Performance Manager バージ ョ ン  5.0 以降および Reporter 3.7 を設定するには、次の

手順を実行します。

次のコマンドを入力します。

ovconfchg -ns bbc.http -set PROXY proxy:port+(a)-(b)

変数 a および変数 b は、 プロキシに適用するホス ト名、 ネッ ト ワーク、 および IP
アドレスをコンマで区切った形式のリ ス トです。 区切り記号 「;」 または 「,」 を

使用して、 1 つの PROXY キーに対して複数のプロキシを定義するこ とができま

す。 リ ス ト の前の 「-」 は、 それらの要素では対象のプロキシが使用されないこ

とを示し、 リ ス ト の前の 「+」 は、 それらの要素で対象のプロキシが使用される

こ とを示します。 最初に適合したプロキシが使用されます。

Reporter バージ ョ ン 3.6 以前および Performance Manager 4.x を設定するには、次の

手順を実行します。

/var/opt/OV/conf/BBC/default.txt 設定ファ イルを編集します。

たとえば、 default.txt ファ イルの [DEFAULT] セクシ ョ ンで、 PROXY に関連

する行を特定し、 次のよ うに PROXY パラ メータを設定します。

PROXY web-proxy.hp.com:8088-(localhost, *.hp.com) + (*)

デフォルトの 383 ポートは変更しないこ とをお勧めします。
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この例では、 ローカル マシン (localhost) への要求、 および HP 内 ( た と えば、

www.hp.com のよ うな、*.hp.com に合致するもの ) への要求を除いて、web-proxy
プロキシが、 すべてのサーバー (*) に対してポート  8088 で使用されます。

HTTP プロキシを使用しない、 HTTP クライアン ト  (Reporter または 
Performance Manager) の設定

HTTP プロ キシが利用できない場合は、 HTTP ク ラ イ アン ト  (Reporter および

Performance Manager システム ) 上で、 追加の設定が必要になり ます。

Reporter および Performance Manager for Windows が同一のシステムにインス トー

ルされていて、双方が同時に Performance Agent にアクセスする場合は、 このセク

シ ョ ンに記載されている方法でポート範囲を指定します。 それらが異なるシステ
ムで実行されている場合は、それぞれに単一のポート を指定するこ とができます。
使用している  Performance Manager および Reporter のバージ ョ ンに合わせて、次の

オプシ ョ ンを選択します。

Performance Manager 5.0 以降および Reporter 3.7 を設定するには、次の手順を実行

します。

次のコマンドを入力します。

ovconfchg -ns bbc.http -set CLIENT_PORT < ポート範囲 >

< ポート範囲 > は、 使用するポート範囲です。

次に例を示します。

ovconfchg -ns bbc.http -set CLIENT_PORT 14000-14003

Reporter バージ ョ ン 3.6 以前および Performance Manager 4.x を設定するには、次の

手順を実行します。

/var/opt/OV/conf/BBC/default.txt ファイルを、 以下のよ うに編集します。

1 CLIENT_PORT に適用される行を特定して、 ;CLIENT_PORT = の行をコ メン

ト解除します。

2 CLIENT_PORT パラ メータに、 ポート範囲を指定します。 次に例を示します。

CLIENT_PORT = < ポート範囲 >

< ポート範囲 > は、 使用するポート範囲です。 次に例を示します。

CLIENT_PORT = 14000-14003
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ファイアウォール設定の確認

設定を確認するには、 次のコマンドを使用します。

ovcodautil -ping -n < システム名 >

このコマンドの出力には、 通信設定の状態が表示されます。

複数の IP アドレスを持つシステムの設定

ご使用の環境に、 複数のネッ ト ワーク  インターフェイスおよび IP アドレスを持

つシステムがあ り、 HTTP ベースの通信に専用のインターフェイスを使用する場

合は、CLIENT_BIND_ADDR パラ メータおよび SERVER_BIND_ADDR パラ メータで、

使用する  IP アドレスを指定するこ とができます。

• Performance Agent (サーバー) システム上に複数のネッ ト ワーク  インターフェ

イスおよび IP アドレスがある場合は、SERVER_BIND_ADDR パラ メータを次の

よ うに指定します。

ovconfchg -ns bbc.http -set SERVER_BIND_ADDR <IP アドレス >

• Performance Manager 5.0 ( ク ラ イアン ト ) システム上に複数のネッ ト ワーク  イ
ンターフェイスおよび IP アド レスがある場合は、 CLIENT_BIND_ADDR パラ

メータを次のよ うに指定します。

ovconfchg -ns bbc.http -set CLIENT_BIND_ADDR <IP アドレス >

• Reporter/Performance Manager 4.x システム上に複数のネッ ト ワーク  インター

フェイスおよび IP アドレスがある場合は、CLIENT_BIND_ADDR パラ メータを

指定します。

/var/opt/OV/conf/BBC/default.txt ファ イルを、 以下のよ うに編集

します。

a CLIENT_BIND_ADDR に適用される行を特定して、 以下の行をコ メン ト解

除します。

;CLIENT_BIND_ADDR =

b CLIENT_BIND_ADDR パラ メータに、 IP アドレスを指定します。
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RPC 環境での通信

Performance Agent は、 パケッ ト フ ィルタ リ ング ネッ ト ワーク  ファ イアウォール

を介した通信に対応しています。 これによ り、 ネッ ト ワーク  ファ イアウォールが

設置されている システム間において も、 Performance Agent から  Performance
Manager 3.x にアラームを送信する こ とができ、 また、 リ モー ト  システム上の

Performance Agent からのデータを、 Performance Manager 3.x でグラフ化するこ と

ができます (UNIX 対応の Performance Manager 3.x を設定して、制限されたポート

アドレスを使用するには、『HP Performance Manager インス トール ガイ ド』 を参照

して ください )。

Windows システム上で動作しているアプリ ケーシ ョ ンで、 UDP、 TCP、 RPC ポー

ト を制限するには、 以下の手順に従います。

regedt32 を使用して、 レジス ト リ  キーを以下の例のよ うに作成します。 この例

では、 2200 から  2300 を使用するポートの制限に関する設定を示しています。

新しいレジス ト リ  キーは次のとおりです。

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Microsoft\Rpc\Internet

以下の値を追加します。

詳細については、 MSDN の記事 「Configuring the Windows XP/2000/NT Registry for
Port Allocations and Selective Binding」 を参照して ください。

現在 Performance Agent では、Windows で動作する  UDP RPC ポート を、アプリ ケー

シ ョ ンごとの規則に基づいて制限するこ とはできません。 ポートに基づくパケッ
ト  フ ィルタ リ ング ファイアウォールを使用している場合、 ファイアウォールを介

して通信するために、1023 よ り大きな番号のポート をすべて開く必要があり ます。

ポートではなく  IP アドレスに基づく内部ネッ ト ワークへのアクセスを、Windows
ノードに対して許可するには、 以下の手順に従います。

1 Windows ノードをファ イアウォールの外側で設定し、ファ イアウォールの IP 
アドレスをゲート ウェイ と して使用します。

種類 名前 値

REG_SZ PortsInternetAvailable “Y”

REG_SZ UseInternetPorts “Y”

REG_MULTI_SZ Ports 2200-2300
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2 Windows ノードが存在するローカルまたは SUBNET のルーティング テーブ

ルに、 ファ イアウォールの IP アドレスを追加します ( 表 2 を参照 )。

3 ファ イアウォールを設定して、 Windows ノードから内部ネッ ト ワークにアク

セスできるよ うにします。

Windows ノードが存在する  SUBNET のセキュ リ テ ィ  ポ リ シー、 Windows ノード

のデフォルト  ゲート ウェイ設定、および内部ネッ ト ワークのファ イアウォール設

定によって、 これらの手順の実行方法が異な り ます。 環境に変更を加える前に、
ファ イアウォールの管理者またはネッ ト ワーク  セキュ リ テ ィ担当者に相談して

ください。

ファイアウォールの設定に関する表

ファ イアウォールに関する宛先と送信元の変数は、 ファ イアウォール内のアプリ
ケーシ ョ ンやそのアプ リ ケーシ ョ ンが実行されているオペレーテ ィ ング  システ

ムによ り異な り ます。

表 1 Windows 版 Performance Manager 3.x 以降 (PV)、 Windows 版 
Reporter (OVR)、 Windows 版 Performance Agent

通信元

ポート番号 / 
プロ ト コル 宛先

ポート番号 / 
プロ ト コル

PV、 OVR 1024-65535/UDP MS_RPC サービス 135、 1024-65535/UDP

PV、 OVR 382/TCP Performance Agent 382/TCP

PV、 OVR 1024-65535/UDP Performance Agent 1024-65535/UDP

Performance 
Agent

1024-65535/UDP MS RPC サービス 135、 1024-65535/UDP

Performance 
Agent

1024-65535/UDP Performance Manager 1024-65535/UDP
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OVPM_RANGE は、 Performance Manager に対して算出されたポートの範囲です。

表 2 UNIX 版 Performance Manager 3.x 以降、 Windows 版 
Performance Agent

通信元

ポート番号 / 
プロ ト コル 宛先

ポート番号 / 
プロ ト コル

Performance 
Manager/UNIX

OVPM_RANGE/
UDP

MS RPC サービス 135、 1024-65535/UDP

Performance 
Manager/UNIX

382/TCP Performance Agent/
WIN

382/TCP

Performance 
Manager/UNIX

OVPM_RANGE/
UDP

Performance Agent/
WIN

1024-65535/UDP

Performance 
Agent/WIN

1024-65535/UDP DCE デーモン 135、 OVPM_RANGE/
UDP

Performance 
Agent/WIN

1024-65535/UDP Performance 
Manager/UNIX

OVPM_RANGE/UDP
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安全な通信の設定

Performance Agent は証明書ベースの安全性の高い通信、およびク ライアン ト認証

ベースの通信に対応しています。

証明書の使用

Performance Agent は、 Operations Manager 8.x 環境でのみ、 証明書ベースの安全な

データ通信に対応しています。

Operations Manager で安全性の高い通信を設定するには、『HP Operations Manager for
UNIX Firewall Concepts and Configuration Guide』 を参照し て く だ さい。 Operations
Manager 8.x HTTPS エージェン トについての詳細は、『HP Operations Manager HTTPS
Agent Concepts and Configuration Guide』 を参照してください。

Operations Manager 8.x 環境ですでに HTTPS 通信を設定している場合は、

Performance Agent と  Performance Manager 5.0 の間の安全な通信を設定するため

に、 以下の変更を行います。

Performance Agent システムでは、 coda に関して、 SSL_SECURITY に REMOTE を
設定します。 次のコマンドを入力します。

ovconfchg -ns coda -set SSL_SECURITY REMOTE

ovcodautil -config

クライアン ト認証の使用

オプシ ョ ンと して、Performance Manger 3.x または Reporter などの製品からのク ラ

イアン ト接続の認証を、 Performance Agent で実行するこ とができます。 この認証

機能を利用するこ とで、特定の Performance Agent インスタンスについて、そのイ

ンスタンスへのク ライアン ト接続を許可するホス ト を指定できます。

ク ラ イアン ト 認証機能は、 あ らゆるバージ ョ ンの Performance Manager および

Reporter ク ラ イアン トからの接続を有効または無効にします。 この機能を利用す

るにあたって、 ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアを更新する必要はあ り ません。

Performance Manager 4.x は証明書ベースの安全性の高い通信には対応し ていま

せん。
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認証プロセスは、 認証されるク ラ イアン トに透過的に行われるため、 ク ラ イアン
ト接続は表面上、 Performance Agent の過去のバージ ョ ンを使用していたと き と同

じよ うに処理されます。未認証のク ライアン トには、サービス拒否を示すメ ッセー
ジが表示されます。

authip ファイルによる認証の有効化

authip とい う ファ イルが存在する場合、 認証は有効にな り ます。 HTTP ベース

の通信用の authip ファ イルは、 < データ ディ レク ト リ >\data\conf\perf
ディ レク ト リにあ り ます。 RPC ベースの通信用の authip ファ イルは、 <ディ ス

ク ド ラ イブ >:\Program Files\HP\HP BTO Software\data\ ディ レク ト

リにあ り ます。 authip ファ イルにはホス トの リ ス トが含まれ、 そのホス トから

のク ライアン ト接続が許可されます。

• authip ファ イルがデフォルトのディ レク ト リに存在する場合、 ク ラ イアン

ト 接続が許可されるホス ト はこのフ ァ イルの内容によって決定されます。
Performance Agent インスタンス と同じホス トで実行されているク ラ イアン ト

は自動的に認証されるため、 エン ト リ を必要と し ません。 長さがゼロの

authip ファ イルは、 Performance Agent ホス ト で実行されている ク ラ イアン

トのみが接続できるこ とを意味します。

• authip ファ イルがデフォルトのディ レク ト リに存在しない場合は、 認証が

行われず、 Performance Agent の過去のバージ ョ ンと同様に、 すべてのク ラ イ

アン トに接続が許可されます。

authip ファ イルは、 ク ラ イアン トが Performance Agent によるサービスを要求し

て登録を試みるたびに照会されます。authip ファ イルに変更が加えられた場合、

変更内容を有効にするために Performance Agent を再起動する必要はあ り ません。

ただし、認証が不適格となるよ うに後からサーバーの authip ファ イルに変更を

加えた場合でも、 すでに認証が完了している既存のク ライアン ト  セッシ ョ ンは、

Performance Agent による再認証を要求される処理をク ライアン トが行う まで、現

行の接続を維持できます。 authip の変更が反映されたこ とを確認するには、 す

べての Performance Agent サービスを終了して、再起動するこ とが必要な場合があ

り ます。 その後、データ  ソースを開き直す場合には、 authip ファ イルの再読み

込みが行われるため、 接続は拒否されます。
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アラーム用の Performance Manager 3.x 登録では、 ク ラ イアン トがデータ  ソースを

削除するまで ( 閉じるだけでは不十分 ) 承認済みク ライアン トはアラームを受け

取 り 続けます。 agdb フ ァ イルに対しエン ト リ を追加または削除するには、

agsysdb ユーテ ィ リ テ ィ  プログラ ムを使用し ます。 『HP Performance Agent for
Windows ユーザー マニュアル』を参照して ください。さ らに、Performance Manager
3.x を使用して、 アラームを有効または無効にするこ と もできます。

Performance Agent ク ラ イアン ト認証機能では、 使用するネッ ト ワークで authip
ファ イルに含まれるク ラ イアン ト  エン ト リ を解決できるこ とが必要です。エン ト

リの性質によっては、 DNS、 NIS あるいは <%windir%>\system32\drivers\
etc\hosts ファ イルなどによって提供されるネーム  サービスが必要になる場合

があ り ます。 Performance Agent ホス トから各 authip エン ト リへ 「ping」 が成功

すれば、 ク ラ イアン ト  エン ト リは解決されています。 また、 ファ イアウォールを

介したク ライアン ト認証も同様に、authip ファ イル中のク ライアン ト  エン ト リ

が Performance Agent ホス トからの ping に応答する場合に機能します。

authip ファイルのフォーマッ ト

authip ファ イルは次のフォーマッ トに一致する必要があ り ます。

• 1 行あたり  1 つのク ライアン ト  ホス ト を リ ス トする

• ク ラ イアン ト  エン ト リには、次のフォーマッ トの う ち 1 つ (任意 ) を使用する

— 完全修飾ド メ イン名

— エイ リ アス  (alias)

— ド ッ ト で 4 つに区切った IPv4 の IP アドレス

• 行の始めが 「#」 のラ インは、 コ メン ト と して無視される

• ブランクあるいは長さがゼロの行は無視される

• IP アドレスは 0 から始めない。 たとえば、 23.10.10.10 の IP アドレスを、

023.10.10.10 と表すこ とはできません。

• ク ラ イアン ト  エン ト リの前には、 スペースまたはタブを加えるこ とができる

• ク ラ イアン ト  エン ト リの行は、 スペース、 タブ、 新しい行、 または # の記号

で終わる
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<%windir%>\system32\drivers\etc\hosts エン ト リは次のよ うになり ます :
123.456.789.1 testbox  testbox.group1.thecompany.com。testbox ホス

トからのク ラ イアン トは、 authip ファ イル内の次のエン ト リのいずれによって

も接続可能です。

#============= authip ファイル エン ト リの例 ============
# 
# IP アドレスを使用
123.456.789.1
# エイ リアスを使用
testbox
# 完全修飾ド メ イン名を使用
testbox.group1.thecompany.com
#========== authip ファイル エン ト リの例の終わり ========

認証機能 (authip ファ イル内のエイ リ アスまたはホス ト名 ) を使用するために

は、 ローカル システムの DNS (Domain Name System) を適切に設定する必要があ

り ます。 DNS の設定方法に関する詳細は、 Microsoft Windows のオンライン ヘル

プを参照して ください。
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データ  ソースの設定

Performance Agent は、 レポジ ト リ  サーバーのセッ ト を使用して、 事前に収集した

データをアラーム ジェネレータや Performance Manager 分析製品に送信します。

scopeux ログ ファ イルや DSI ログ ファ イルなどの特定のデータ  ソースに対して

それぞれのレポジ ト リ  サーバーがあり ます。各データ  ソースには、1 つのログ ファ

イル セッ トが含まれます。データ  ソースは、<データ ディ レク ト リ >\conf\perf
ディレク ト リ内にある  datasources ファイルで設定します。インス トール後、初

めて Performance Agent を実行する場合、 デフォルトのデータ  ソースである  SCOPE
が事前に設定されていて、 scopeux ログ ファイル セッ トが提供されています。

他のデータ ソース用にレポジ ト リ  サーバーを追加する場合、datasources ファ

イル内に設定します。 Performance Agent の再起動時に、 perflbd デーモン

によ り perflbd.mwc (< データ ディレク ト リ > にある、 datasources ファ

イルへのリンク ) の検索と読み込みが行われます。 その後、 検出された各データ

ソースに関するレポジ ト リ  サーバーが起動されます。

Performance Manager 3.x および Reporter のデータ  ソースの

設定

Performance Agent のデータは、 Performance Manager 3.x および Reporter で自動的

に、 アクセス とアラーム生成に関する設定が行われます。 datasources ファ イ

ル ( または、 perflbd.mwc ファ イル ) で追加のデータ  ソースを設定するには、

『HP Performance Agent for Windows ユーザー マニュアル』 の第 3 章および 『HP
Performance Agent for Windows データ  ソース統合ガイ ド』 の説明を参照して くだ

さい。追加のデータ  ソースには、生ログ ファ イル、抽出ログ ファ イル、Performance
Agent のデータ  ソース統合 (DSI: Data Source Integration) 技術で作成されたログ

ファ イル、 または拡張収集ビルダおよびマネージャを使用して作成したデータ収
集からのログ ファ イルが含まれます。

IP アドレス

Performance Agent システムを  Performance Manager 3.x のデータ  ソース と して設

定した後は、 Performance Agent システムまたは Performance Manager 3.x システム

の IP アドレスを変更しないよ うにします。
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1 つ以上のシステムの IP アドレスを変更する必要がある場合は、問題を回避する

ために以下の手順に従います。

次の手順で、 Performance Agent システムの IP アドレスを変更します。

1 Performance Manager 3.x システムで、 [Performance Manager 3.x] ダイアログ 
ボッ クスの [Data Sources] メニューから、 [Manage] を選択します。

2 既知のシステムのリ ス トから、 Performance Agent システムを削除します。

3 Performance Agent システムの IP アドレスを変更します。

4 Performance Agent システムを  Performance Manager 3.x のデータ  ソース と して

再度追加します。

Performance Manager 3.x の IP ア ド レスを変更するには、 Performance Manager 3.x
のドキュ メン ト を参照して ください。

設定オプシ ョ ン

Performance Agent に含まれるデフォルトの設定ファイルを使用すると、組織内のシ

ステムのパフォーマンスに対する監視を迅速に開始できます。デフォルトの設定を
変更して、 特定のコンピュータ使用環境での状況に適合させるこ とができます。

パラメータ  ファイルの収集 (parm.mwc)

デフォルトでは、 Performance Agent は 60 MB の最大ログ ファ イル サイズ ( ト ラ

ンザクシ ョ ン追跡を行わない場合は 50 MB) を用いて、グローバル、プロセス、ア

プ リ ケーシ ョ ン、 ト ランザクシ ョ ン、およびディ スク  データを監視するよ うに設

定されます。

parm.mwc ファ イルを使用して、 監視するデータの種類を指定する、 1 つのアプ

リ ケーシ ョ ンと して共に監視するプロセスのグループを設定する、ログ ファ イル

の最大サイズを変更するなど、 各種のデータ収集パラ メータをカスタマイズでき
ます。詳細については、 『HP Performance Agent for Windows ユーザー マニュアル』

の第 2 章を参照してください。
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ト ランザクシ ョ ン設定ファイル (ttdconf.mwc)

アプ リ ケーシ ョ ン応答測定 （ARM: Application Response Measurement） API コール

を備えたアプリ ケーシ ョ ンの ト ランザクシ ョ ン  データを監視できます。

ttdconf.mwc ファ イルを使用する と、 各ト ランザクシ ョ ンの条件を満たすよ う

に、 ト ランザクシ ョ ン名、 アプ リ ケーシ ョ ン名、 パフォーマンス分布範囲、 およ
びサービス  レベルの目標を定義できます。 ト ランザクシ ョ ン追跡の詳細について

は、 『HP Performance Agent for Windows ト ランザクシ ョ ン追跡』 を参照して くだ

さい。

データ収集のカスタマイズ

拡張収集ビルダおよびマネージャによ り、Windows レジス ト リ  カウンタのデータ

収集をカスタマイズ / 設定するこ とができます。 Windows レジス ト リ  カウンタの

収集を構築し、 管理する方法の詳細は、 「拡張収集ビルダおよびマネージャ  オン

ラ イン ヘルプ」 を参照して ください。 このオンラ イン  ヘルプを利用するには、

Performance Agent の メ イン ウ ィ ン ド ウの [Configure] メ ニューから、 [Extended
Collections] を選択します。次に、 [Extended Collection Builder and Manager] ダイア

ログ ボッ クスの [Help] ボタンをク リ ッ ク して ください。

データ  ソース統合 （DSI: Data Source Integration） 技術を使用する と、 別の方法で

データ収集をカスタマイズできます。 データ収集方法の設定後に、 DSI を使用し

てデータを Performance Agent に送信できます。 DSI の使用に関する詳細は、 『HP
Performance Agent for Windows データ  ソース統合ガイ ド』 を参照して ください。
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アラームの定義

パフォーマンスをモニタするためにアラームを使用する場合、 Performance Agent
の alarmdef ファ イルにあるアラーム定義セッ ト内でアラーム発生条件を指定
します。 Performance Agent を最初にインス トールしたと きに、 alarmdef ファ イ
ルにデフォルトのアラーム定義セッ トが含まれています。 このデフォルトの定義
を使用するか、 または必要な場合はカスタマイズするこ とが可能です。

アラームの定義についての詳細は、 『HP Performance Agent for Windows ユーザー
マニュアル』 の第 7 章 「パフォーマンス  アラーム」 を参照して ください。 この章
では、 アラーム定義の構文、 アラームの機能、 パフォーマンスをモニタするため
のアラームの使用方法について説明しています。

コマンド  プロンプトからの Performance Agent サービスの制御

Performance Agent サービスは、Windows コマンド  プロンプ ト、 または次のよ うな
ovpacmd (ovpacmd.exe) コマンドを使用するバッチ ファ イルから起動および終
了するこ とができます。

これらのコマンドを実行するには、 Administrators または Power Users グループの
メンバーである必要があ り ます。

• ovpacmd stop 
OV Performance Collector および Performance Agent サービスを終了します。

• ovpacmd start 
OV Performance Collector、 Performance Agent、 Transaction Manager、 Extended
Collection の各サービスを起動します。

• ovpacmd start dsi
dsiconf.mwc ファ イルで設定されているデータ送信を継続的に記録するた
めのデータ  ソース統合サービスを起動します。

• ovpacmd stop dsi 
dsiconf.mwc ファ イルで設定されているデータ送信を継続的に記録するた
めのデータ  ソース統合サービスを終了します。

コマンド  プロンプ トの使用例と しては、業務時間外に使用するアラーム定義を自
動的に別のセッ トに切り替える場合に、バッチ ファ イルから  Performance Agent の
サービスを再起動して、 Performance Agent 設定ファイルを リ フレッシュするこ と
が挙げられます。 <データ  ディ レク ト リ >\data ディ レク ト リに代替の 
alarmdef.mwc ファ イルをコピーするコマンドを、バッチ ファ イルに含めます。
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バックアップに関する考慮点

Performance Agent がインス トールされ稼動している  Windows システムをバッ ク

アップする と きには、 次の点に注意して ください。

• システムをバッ クアップするために、 Performance Agent のサービスを終了す

る必要はあ り ません。

• バッ クアップ中に Performance Agent のサービスが稼動している場合、次に示

すファ イルはバッ クアップされません。 Performance Agent を開いている場合

は、 追加ファ イルもバッ クアップの対象外となるこ とがあ り ます。 使用して
いるバッ クアップ プログラムに、開いているファ イルをバッ クアップするた

めのオプシ ョ ンがある場合、 このオプシ ョ ンを設定する と、 開いているファ
イルもバッ クアップできます。

<データ ディ レク ト リ >\status.scope
<データ ディ レク ト リ >\status.mi
<データ ディ レク ト リ >\status.perflbd
<データ ディ レク ト リ >\status.ttd
<データ ディ レク ト リ >\status.rep_server
<データ ディ レク ト リ >\status.alarmgen
<データ ディ レク ト リ >\datafiles\logindx
<データ ディ レク ト リ >\datafiles\logglob
<データ ディ レク ト リ >\datafiles\logappl
<データ ディ レク ト リ >\datafiles\logproc
<データ ディ レク ト リ >\datafiles\logdev
<データ ディ レク ト リ >\datafiles\logtran
<データ ディ レク ト リ >\datafiles\agdb
<データ ディ レク ト リ >\datafiles\agdb.lk
<データ ディ レク ト リ >\datafiles\.perflbd.pid

• Performance Agent の稼動中に、 Performance Agent のログ ファ イルをバッ ク

ア ッ プする場合は、 それぞれの生ロ グ フ ァ イル (logglob、 logappl、
logproc、 logdev、 および logtran) に含まれるデータの量が、 多少異な

るこ と もあ り ます。 この状況は、 各ファ イルがわずかに時間をずらしてバッ
クアップされるために生じます。 このため、 バッ クアップ テープから ログ

ファ イルを復元する必要がある場合、 データの解釈が難し くなるこ とがあ り
ます。
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• システムをバッ クアップする前に Performance Agent のサービスを終了する

には、 Performance Agent のメ イン ウ ィ ン ド ウの [Agent] メニューから  [Start/
Stop] を選択します ( この章で前述されている手順によ り、 Windows コン ト

ロール パネル、 コマン ド  プロンプ ト、 またはバッチ フ ァ イルを使用して、

Performance Agent サービスを終了するこ と もできます )。

• バッ クアップが終了したら、 Performance Agent サービスを再起動します。

自動バックアップ

自動バッ クアップの前に、 Performance Agent を終了する場合は、バッチ ファ イル

を用いて、 Performance Agent サービスを制御します。 バッ クアップの終了後に、

Performance Agent を自動的に再起動させるこ とができます。

Performance Agent サービスの終了と起動によ り、データ収集が停止している間の

ログ ファ イルに相違が生じます。
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ドキュ メン トの表示と印刷

Performance Agent ソ フ ト ウ ェ アには、 表示可能なフ ォーマ ッ ト で、 標準の

Performance Agent ドキュ メン ト一式が付属しています。Adobe Acrobat フォーマッ

ト  (*.pdf) のドキュ メ ン ト はオンラ インで表示され、 必要な場合は印刷できま

す。 ASCII テキス ト  (*.txt) のドキュ メン トは印刷が可能です。 テキス ト  エディ

タを使用する と、 画面上でテキス ト  ファ イルを表示できます。 次の表で、 ドキュ

メン ト 、 使用されているファイル名、 およびオンラインのパスを示します。

表 3 Performance Agent ドキュ メン ト一覧

ドキュ メン ト ファイル名 Windows でのパス

HP Performance Agent for 
Windows インス トール、

設定ガイ ド

ovpainst.pdf インス トール ディレク ト リ
\paperdocs\ovpa\C

HP Performance Agent for 
Windows ユーザー マニュアル 

ovpausers.pdf インス トール ディレク ト リ
\paperdocs\ovpa\C

HP Performance Agent for 
Windows データ  ソース統合

ガイ ド  

ovpadsi.pdf インス トール ディレク ト リ
\paperdocs\ovpa\C

HP Performance Agent for 
Windows ト ランザクシ ョ ン

追跡

tytnt.pdf インス トール ディレク ト リ
\paperdocs\ovpa\C

アプリ ケーシ ョ ン応答測定 
API ガイ ド

arm2api.pdf インス トール ディレク ト リ
\paperdocs\arm\C

HP Performance Agent for 
Windows Dictionary of 
Operating System of 
Performance Metrics 

metwin.txt インス トール ディレク ト リ
\paperdocs\ovpa\C
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リ リース ノート

Performance Agent のマニュアルおよびオンラ イン  ヘルプに記載されていない追

加情報については、 『Performance Agent リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

新機能と共に、従来の問題および現在認識されている問題の修正に関する説明や、
これらの問題の対処方法が記載されています。インス トールの最後に、この リ リー
ス  ノート を参照するこ とができます。 また、 インス トール後は、 [ スタート ] → 
[ プログラム ] メニューの [HP] → [Performance Agent] → [HP Performance
Agent Software] フォルダから参照できます。

オンライン ヘルプ

HP ソフ ト ウェアのプログラム  フォルダまたは Performance Agent のメ イン ウ ィ

ンド ウから、 Performance Agent オンライン ヘルプにアクセスし、参照して くださ

い。 同じ場所から、 メ ト リ ッ クに関するオンライン  ヘルプも利用できます。

Web 上でのドキュメン トの参照

こ こに リ ス ト している ドキュ メ ン ト は、 以下の HP ソフ ト ウェア マニュアルの

Web サイ トでも参照できます。

http://ovweb.external.hp.com/lpe/doc_serv 

製品リ ス ト  ボッ クスから 「Performance Agent」 、 バージ ョ ン (OS が自動的に選択

されます ) の順に選択し、 ドキュ メン ト を指定した後、 [Open] をク リ ッ ク して表

示します。 [Download] をク リ ッ ク して、 コンピュータにファ イルを保存するこ と

もできます。

Adobe Acrobat ファイル

Adobe Acrobat ファ イルは、Acrobat 7.0 で作成されました。表示する場合は、Adobe
Acrobat Reader バージ ョ ン  4.0 以降を使用し て く だ さ い。 システムに Acrobat
Reader がインス トールされていない場合は、Adobe の Web サイ トからダウンロー

ドできます。

http://www.adobe.com 

Acrobat Reader でドキュ メン ト を表示している間は、 1 ページ、複数ページ、 また

は全ページ分のドキュ メン ト を印刷できます。
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3 coda の設定
はじめに

coda は、 HP Operations Agent 用の軽量なデータ収集エージェン ト です。 coda は
Performance Agent のサブセッ トで、 Performance Agent の通信経路と して動作しま

す。 すべての設定パラ メータは、 coda 名前空間および coda.comm 名前空間内で

コマンド  ovconfchg を使用して設定します。

coda 名前空間

次の表で、 coda 名前空間の設定パラ メータの一覧を示します。
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DISABLE_PROSPECTOR

このオプシ ョ ンでは、 HP Operations Agent および Performance Agent の両方がイン

ス トールされている場合の、 coda を介したデータ収集について設定します。 デ

フォルト値は false です。 フォーマッ トは次のよ うにな り ます。

ovconfchg -namespace coda -set DISABLE_PROSPECTOR < 値 >

— true: coda は、 coda データ  ソース用のデータを収集しません。

— false: coda は、 coda データ  ソース用のデータを収集します。

coda 名前空間の

パラメータ 説明 デフォルト値

DISABLE_PROSPECTOR HP Operations Agent と 
Performance Agent が共存

する環境において、 coda 
データ ソースからのデータ

収集を無効にするために使用
します。

false

ENABLE_PROSPECTOR Performance Agent のスタ

ンドアロン環境において、
coda データ ソースからの

データ収集を有効にするため
に使用します。

false

SSL_SECURITY coda からの安全性の高い通

信を有効にする場合に使用し
ます。

NONE

RESPONSE_SIZE_LIMIT coda によって割り当てられ

る メモリの最大容量を指定す
るために使用します。

104857600 
(100 メガバイ ト )
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ENABLE_PROSPECTOR

このオプシ ョ ンでは、 Performance Agent のみがインス トールされている場合の、

coda を介したデータ収集について設定します。デフォルト値は false です。 この

パラ メータは、 HP Operations Agent および Performance Agent の両方がインス トー

ルされている場合には無視されます。 フォーマッ トは次のよ うにな り ます。

ovconfchg -namespace coda -set ENABLE_PROSPECTOR < 値 >

— true: coda は、 coda データ  ソース用のデータを収集します。

— false: coda は、 coda データ  ソース用のデータを収集しません。

SSL_SECURITY

このオプシ ョ ンは、 coda を介した安全性の高い通信を有効にします。 デフォルト

値は NONE です。 フォーマッ トは次のよ うにな り ます。

ovconfchg -namespace coda -set SSL_SECURITY < 値 >

— NONE: coda は、 ローカル ク ラ イアン ト またはリモート  ク ライアン トに

対して SSL 接続を要求しません。

— REMOTE: coda は、 すべてのリモート接続に対して SSL を要求します。

— ALL: coda は、 すべての接続 ( ローカルおよびリモート ) に対して SSL 
を要求します。

coda の Prospector が有効かど うかを確認するには、 次のコマンドを入力します。

ovcodautil -dumpds coda

このパラ メータは、 システムに証明書が存在する場合にのみ使用します。証明書
は、 HP Operations Agent 8.x がシステムにインス トールされている場合にのみイ

ンス トールされます。
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RESPONSE_SIZE_LIMIT

このオプシ ョ ンは、 coda デーモンによってクエ リ応答に割り当てられる メモ リの

最大容量を指定します。 デフォルト値は、 104857600 (100 メガバイ ト ) です。

フォーマッ トは次のよ うにな り ます。

ovconfchg -namespace coda -set RESPONSE_SIZE_LIMIT  < 値 >

coda 通信名前空間 (coda.comm)

次の表で、 coda.comm 名前空間の設定パラ メータの一覧を示します。

指定した制限を超えた場合は、 次のエラー メ ッセージが表示されます。

Response exceeds memory limits, use several smaller requests

coda.comm 名前空間の

パラメータ 説明 デフォルト値

SERVER_PORT ポートを設定するために使用します。 0

SERVER_BIND_ADDR サーバー ポートのバインド アドレ

スを指定するために使用します。

INADDR_ANY

LOG_SERVER_ACCESS true に設定されている場合、coda
はサーバーへのアクセスをすべて
記録します。 記録される情報には、
送信側 IP アド レス、 要求された

HTTP アドレス、 要求された HTTP
メ ソッ ド、および応答ステータスが
含まれます。

false
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SERVER_PORT

coda が使用するデフォルト  ポート を設定できます。ポートのデフォルト値は 0 で
す。 ポートが 0 に設定されている場合、 オペレーティング システムによって、空

いている最初のポート番号が割り当てられます。 ovconfchg ツールを使用して、

Performance Agent システムでのポート設定を変更します。 以下のコマンドを入力

します。

ovconfchg -namespace coda.comm -set SERVER_PORT < ポート番号 >

SERVER_BIND_ADDR

このオプシ ョ ンでは、サーバー ポートのバインド  アドレスを指定します。この値

が localhost に設定される と、 coda サーバーへの通信はすべて ovbbccb を通して

行われます。 フォーマッ トは次のよ うにな り ます。

ovconfchg -namespace coda.comm -set SERVER_BIND_ADDR < バイン

ド  アドレス >

LOG_SERVER_ACCESS

このオプシ ョ ンを使用する と、 サーバーへのアクセスを有効 / 無効にできます。

このオプシ ョ ンが true に設定されている場合、 coda はサーバーへのアクセスを

すべて記録します。 記録される情報には、 送信側 IP アドレス、 要求された HTTP
アドレス、要求された HTTP メ ソ ッ ドおよび応答ステータスが含まれます。通常、

この値は変更しません。

ovconfchg -namespace coda.comm -set LOG_SERVER_ACCESS < 値 >
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単一ポート通信

これは、 Performance Agent 4.70 のデフォルトの通信方式です。 coda で単一ポート

通信を有効にする場合、 次のオプシ ョ ンを使用します。

ovconfchg -ns coda -set SSL_SECURITY REMOTE/ALL

ovconfchg -ns coda.comm -set SERVER_BIND_ADDR localhost

複数ポート通信

coda で複数ポート通信を有効にする場合、 次のオプシ ョ ンを使用します。

ovconfchg -ns coda.comm -set SERVER_BIND_ADDR ""

coda で単一ポート通信と複数ポート通信のどちらが有効かを確認するには 2 つ
の方法があ り ます。

1 ポートが単一ポート通信または複数ポート通信のどちらで使用されているか
を、ローカル ホス ト  マシンから確認するには、次のオプシ ョ ンを使用します。

bbcutil -reg

単一ポート通信の場合、 以下のよ うに表示されます。

BasePath=/Hewlett-Packard/OpenView/Coda/
Protocol=HTTPS
BindAddress=localhost
Port=59814
Authentication=NONE

返された値が localhost または 127.0.0.1 の場合は、単一ポート通信です。

複数ポート通信の場合、 以下のよ うに表示されます。

BasePath=/Hewlett-Packard/OpenView/Coda/
Protocol=HTTPS
BindAddress=ANY
Port=381
Authentication=NONE

返された値が localhost 以外の場合は、 複数ポート通信です。

bbcutil は、 < インス トール ディ レク ト リ >/bin ディ レク ト リにあ り ます。
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2 ポートが単一ポート通信または複数ポート通信のどちらで使用されているか
を、 ローカル ホス ト以外のシステムから確認するには、 次のオプシ ョ ンを使

用します。

       ovcodautil -n < ホス ト名 > -ping

次に例を示します。

ovcodautil -n ovphpt4 -ping

単一ポート通信の場合、 以下のよ うに表示されます。

Ping of 'OvBbcCb' at: 'http://ovphpt4:383/Hewlett-Packard/OpenView/
BBC/ping' successful

Ping of 'Coda' at: 'http://ovphpt4:383/Hewlett-Packard/OpenView/
Coda/' successful

複数ポート通信の場合、 以下のよ うに表示されます。

ovcodautil -n ovphpt4 -ping

Ping of 'OvBbcCb' at: 'http://ovphpt4:383/Hewlett-Packard/OpenView/
BBC/ping' successful

Ping of 'Coda' at: 'http://ovphpt4:62581/Hewlett-Packard/OpenView/
Coda/' successful

複数ポート通信の場合は、 2 つの出力でポート番号が異なり ます。

coda ク ラ イ アン ト の場合、 coda.comm 名前空間のすべてのパラ メ ータは、

bbc.http 名前空間に定義されているパラ メータよ り優先されます。
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通信ブローカー名前空間 (bbc.cb)

次の表で、 bbc.cb 名前空間の設定パラ メータの一覧を示します。

SERVER_PORT

通信ブローカーが使用するデフォルト  ポート を設定できます。ポートのデフォル

ト値は 383 です。ovconfchg ツールを使用して、Performance Agent システムでの

ポート設定を変更します。 フォーマッ トは次のよ うにな り ます。

ovconfchg -namespace bbc.cb -set SERVER_PORT < ポート番号 >

SERVER_BIND_ADDR

このオプシ ョ ンでは、サーバー ポートのバインド  アドレスを指定します。フォー

マッ トは次のよ うにな り ます。

ovconfchg -namespace bbc.cb -set SERVER_BIND_ADDR < バインド  ア
ドレス >

bbc.cb 名前空間の

パラメータ 説明 デフォルト値

SERVER_PORT ポートを設定するために使用します。 383

SERVER_BIND_ADDR サーバー ポートのバインド アドレ

スを指定するために使用します。

INADDR_ANY

通信ブローカー ポート名前空間 (bbc.cb.ports) にすでにポートが定義されてい

る場合は、 そのポートがデフォルト  ポート と して割り当てられ、 SERVER_PORT
の値が無効となり ます。
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通信ブローカー ポート名前空間 (bbc.cb.ports)

次の表で、 bbc.cb.ports 名前空間の設定パラ メータの一覧を示します。

bbc.cb.ports 名前空間

のパラメータ 説明 デフォルト値

PORTS ネッ ト ワーク内で、 ホス ト上のアプ
リケーションが通信する可能性があ
るすべての通信ブローカー用のポー
トのリ ス ト を定義するために使用し
ます。

ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンは

このリ ス ト を対象ポート と して使用
し、 ネッ ト ワーク内の通信ブロー
カーと通信を行います。 このポート
設定内のエン ト リ とホス ト名が一致
する場合は、 ローカルの通信ブロー
カー ポートが通信用ポート と して

設定されます。

ポートの値の
デフォルト設定
はありません。
coda の設定 65



PORTS

この設定パラ メータはすべてのノードで同じ値に設定します。 特定のホス ト上の
通信ブローカーのポート番号を変更する場合は、 パラ メータにホス ト名を追加し
ます。

次に例を示します。

name.hp.com:8000

アスタ リ スクをワイルド  カード と して使用する と、 ネッ ト ワーク全体を指定

できます。

*.hp.com:8001

ホス ト名のリ ス ト内のエン ト リ を区切るには、 コンマまたはセ ミ コロンを使用し
ます。

次に例を示します。

name.hp.com:8000, *.hp.com:8001

この例では、末尾が hp.com のホス ト名の BBC 通信ブローカーがポート  8001 を使

用するよ う設定しています。 ただし、 ホス ト名が 「name」 の場合はポー ト  8000
を使用します。 その他の場合はすべてデフォルトのポート  383 を使用します。

また、IP アドレスとアスタ リ スク  (*) を使用してホス ト を指定するこ と もできます。

次に例を示します。

15.0.0.1:8002, 15.*.*.*:8003

ポート を設定するには、 次のコマンドを実行します。

ovconfchg -namespace bbc.cb.ports -set PORTS <ポート番号 >
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HTTP 名前空間 (bbc.http)

次の表で、 bbc.http 名前空間の設定パラ メータの一覧を示します。

RESPONSE_TIMEOUT

このオプシ ョ ンは、応答を待機する最大秒数を指定するために使用します。デフォ
ルト値は 300 です。 フォーマッ トは次のよ うにな り ます。

ovconfchg -namespace bbc.http -set RESPONSE_TIMEOUT < 値 >

CLIENT_PORT

このオプシ ョ ンでは、 ク ラ イアン ト要求のバインド  ポート を指定します。デフォ

ルト値は ポート  0 です。 オペレーティング システムによって、 空いている最初

のポートが割り当てられます。 ローカルホス トへの要求の場合、 このパラ メータ
は無視されます。

bbc.http 名前空間の

パラメータ 説明 デフォルト値

RESPONSE_TIMEOUT 応答を待機する最大秒数を指定す
るために使用します。

300

CLIENT_PORT クライアン ト要求のバインド ポー

トを指定します。

0

PROXY 指定したホス ト名に使用するプロ
キシおよびポートを指定します。

プロ キシの値の
デフ ォル ト 設定
はありません。

Windows システムでポー ト を再利用する際、 すぐにはポー ト が開放されないた

め、 このパラ メータには大きめの値を設定します。
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PROXY

指定したホス ト名に使用するプロキシおよびポート を指定します。

フォーマッ トは次のよ うにな り ます。

proxy:port+(a)-(b);proxy2:port2+(a)-(b); ...;

この例で、 変数 a および変数 b は、 プロキシに適用するホス ト名をコンマまたは

セ ミ コロンで区切った形式のリ ス トです。

a: プロキシを使用します

b: プロキシを使用しません

最初に適合したプロキシが選択されます。

また、 ホス ト名の代わりに IP アド レスを使用できます。 たとえば、 15.*.*.* も、

正しい数のピ リオドおよびコロンが指定されているため、 有効とな り ます。
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